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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】令和1年11月25日(2019.11.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいてビークルツーエブリシング（Vehicle-to-X；Ｖ２Ｘ）動作を
行う方法であって、前記方法は、端末により行われ、
　候補リソースセットから候補リソースを除外することに基づいてＶ２Ｘリソースセット
を決定し、前記端末のモニタリングウィンドウ内で前記端末により送信が行われる特定の
サブフレームのサブフレームインデックスに基づいて、前記除外される候補リソースのサ
ブフレームインデックスが決定され、
　前記Ｖ２Ｘリソースセットに基づいてＶ２Ｘ通信を行う、ことを有し
　前記除外される候補リソースのサブフレームインデックスは、Ｙに等しく、
　前記特定のサブフレームのサブフレームインデックスは、Ｚに等しく、
　前記除外される候補リソースは、
　　０からＣresel－１までの少なくとも１つの整数値Ｊに対して、Ｙ＋Ｊ＊Ｐ＿ＰＲＩ
ＭＥ＿ＲＳＶＰ＿ＴＸは、Ｚ＋Ｐ＿ＳＴＥＰ＊Ｍに等しい、という条件を満たすＹおよび
Ｚに基づいて決定され、
　　＊は、掛け算を表し
　　前記Ｐ＿ＰＲＩＭＥ　ＲＳＶＰ＿ＴＸは、リソース予約区間に関連し、
　　前記Ｐ＿ＳＴＥＰは、正の整数であり、
　　前記Ｍは、ネットワークで構成されたパラメータに関連し、
　　前記Ｃreselは、リソース再選択カウンタに関連する正の整数である、方法。
【請求項２】
　前記除外された候補リソースは、前記端末が前記Ｖ２Ｘリソースセットに関するリソー
スを選択する選択ウィンドウ内のサブフレームである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記候補リソースセットから前記候補リソースを除外する前記条件は、
　　前記候補リソースのＪ＊Ｐ＿ＰＲＩＭＥ＿ＲＳＶＰ＿ＴＸ個のサブフレーム後に発生
する第１のサブフレームが、前記特定のサブフレームのＰ＿ＳＴＥＰ＊Ｍ個のサブフレー
ム後に発生する第２のサブフレームと同じサブフレームインデックスを有すること、
　　前記候補リソースのＪ＊Ｐ＿ＰＲＩＭＥ＿ＲＳＶＰ＿ＴＸ個のサブフレーム後に発生
する第１のサブフレームが、前記特定のサブフレームのＰ＿ＳＴＥＰ＊Ｍ個のサブフレー
ム後に発生する第２のサブフレームとオーバラップすること、を有する、請求項１に記載
の方法。
【請求項４】
　前記Ｃreselは、前記端末がランダムに決定した前記リソース再選択カウンタの値に比
例する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記リソース再選択カウンタの値は、５以上且つ１５以下である、請求項４に記載の方
法。
【請求項６】
　前記Ｐ＿ＰＲＩＭＥ＿ＲＳＶＰ＿ＴＸは、１００ｍｓに等しい、請求項１に記載の方法
。
【請求項７】
　前記モニタリングウィンドウは、１ｓの期間を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記選択ウィンドウは、１００ｍｓの期間を有する、請求項２に記載の方法。
【請求項９】
　前記モニタリングウィンドウは、前記端末に固有である、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　無線通信システムにおいてビークルツーエブリシング（Vehicle-to-X；Ｖ２Ｘ）動作を
行うように構成された端末（User Equipment；ＵＥ）であって、
　無線周波（Radio Frequency；ＲＦ）部と、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサと動作可能に接続可能な少なくとも１つのコンピュー
タメモリであって、前記少なくとも１つのプロセッサによって実行されたとき、
　　候補リソースセットから候補リソースを除外することに基づいてＶ２Ｘリソースセッ
トを決定し、前記端末のモニタリングウィンドウ内で前記端末により送信が行われる特定
のサブフレームのサブフレームインデックスに基づいて、前記除外される候補リソースの
サブフレームインデックスが決定され、
　　前記ＲＦ部を介して、前記Ｖ２Ｘリソースセットに基づいてＶ２Ｘ通信を行う、こと
を有する動作を行う、指示を記憶するコンピュータメモリと、を有し、
　前記除外される候補リソースのサブフレームインデックスは、Ｙに等しく、
　前記特定のサブフレームのサブフレームインデックスは、Ｚに等しく、
　前記除外される候補リソースは、
　　０からＣresel－１までの少なくとも１つの整数値Ｊに対して、Ｙ＋Ｊ＊Ｐ＿ＰＲＩ
ＭＥ＿ＲＳＶＰ＿ＴＸは、Ｚ＋Ｐ＿ＳＴＥＰ＊Ｍに等しい、という条件を満たすＹおよび
Ｚに基づいて決定され、
　　＊は、掛け算を表し
　　前記Ｐ＿ＰＲＩＭＥ　ＲＳＶＰ＿ＴＸは、リソース予約区間に関連し、
　　前記Ｐ＿ＳＴＥＰは、正の整数であり、
　　前記Ｍは、ネットワークで構成されたパラメータに関連し、
　　前記Ｃreselは、リソース再選択カウンタに関連する正の整数である、端末。
【請求項１１】
　無線通信システムにおいて端末（User Equipment；ＵＥ）がビークルツーエブリシング
（Vehicle-to-X；Ｖ２Ｘ）動作を行うよう制御するように構成された装置であって、
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　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサと動作可能に接続可能な少なくとも１つのコンピュー
タメモリであって、前記少なくとも１つのプロセッサによって実行されたとき、
　　候補リソースセットから候補リソースを除外することに基づいてＶ２Ｘリソースセッ
トを決定し、前記端末のモニタリングウィンドウ内で前記端末により送信が行われる特定
のサブフレームのサブフレームインデックスに基づいて、前記除外される候補リソースの
サブフレームインデックスが決定され、
　　前記Ｖ２Ｘリソースセットに基づいてＶ２Ｘ通信を行う、ことを有する動作を行う、
指示を記憶するコンピュータメモリと、を有し、
　前記除外される候補リソースのサブフレームインデックスは、Ｙに等しく、
　前記特定のサブフレームのサブフレームインデックスは、Ｚに等しく、
　前記除外される候補リソースは、
　　０からＣresel－１までの少なくとも１つの整数値Ｊに対して、Ｙ＋Ｊ＊Ｐ＿ＰＲＩ
ＭＥ＿ＲＳＶＰ＿ＴＸは、Ｚ＋Ｐ＿ＳＴＥＰ＊Ｍに等しい、という条件を満たすＹおよび
Ｚに基づいて決定され、
　　＊は、掛け算を表し
　　前記Ｐ＿ＰＲＩＭＥ　ＲＳＶＰ＿ＴＸは、リソース予約区間に関連し、
　　前記Ｐ＿ＳＴＥＰは、正の整数であり、
　　前記Ｍは、ネットワークで構成されたパラメータに関連し、
　　前記Ｃreselは、リソース再選択カウンタに関連する正の整数である、端末。
【請求項１２】
　前記Ｐ＿ＳＴＥＰは、１００に等しい、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記Ｍは、前記端末に対して許可されたリソース予約区間に関する１セットの値のいず
れか１つに関連する、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記候補リソースセット中のそれぞれのリソースは、時間領域リソースコンポーネント
と周波数領域リソースコンポーネントとの両方を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記モニタリングウィンドウの間に、前記端末は、
　　（ｉ）前記モニタリングウィンドウ内のサブフレームにおいて受信信号強度インジケ
ータ（Received Signal Strength Indicator；ＲＳＳＩ）を測定することと、
　　（ｉｉ）前記モニタリングウィンドウ内のサブフレームにおいて物理サイドリンク制
御チャネル（Physical Sidelink Control Channel；PSCCH）に関するデコード動作を行う
ことと、のうちの少なくとも１つを行う、請求項１に記載の方法。
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